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はじめました！ 

バーンとなるピストル音と同時に駆け出す子どもたち！

賑やかで楽しそうに活動するのは｢おたり陸上クラブ｣ の

みんなです！ 目標に向かってレッツゴー

暑さを吹き飛ばせ！
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村
会
議
員
選
挙

昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和

�

時
代
が
変
わ
る
！

　

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

た
平
成
７
年
豪
雨
災
害
か
ら
30

年
、
小
谷
村
も
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
は
人
口

４
０
０
０
人
を
超
え
、
小
谷
村

へ
帰
っ
て
く
る
若
者
も
多
か
っ

た
時
代
で
す
。

　

あ
れ
か
ら
30
年
、
時
代
の
変

化
、
少
子
化
、
生
活
基
盤
の
充

実
、
そ
し
て
、
全
世
界
に
影
響
を

与
え
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延

な
ど
、
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

昭
和
・
平
成
と
は
大
き
く
異
な
る

時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
４
割
減
少
し
、農
家

数
や
観
光
客
数
も
激
減
し
て
い

る
状
況
で
す
。
日
本
全
体
に
お

け
る
人
口
減
も
要
因
で
は
あ
り

ま
す
が
、
30
年
前
と
同
じ
こ
と

は
で
き
な
い
時
代
と
考
え
る
べ

き
で
し
ょ
う
。

３０年 前 今 今 の 数 値 引 用 先
人  口 4307人 2575人 R7.5月末住民基本台帳による
世  帯  数 1483世帯 1131世帯 R7.5月末住民基本台帳による
高 齢 化 率 25.2% 36.8% R7.5月末住民基本台帳による
農  家  数 745戸 244戸 農業再生協議会資料による
水 稲 作 付 面 積 205ha 83ha 農業再生協議会資料による
観 光 客 数 169万人 89万人 観光商工係資料による
宿 泊 施 設 数 277施設 105施設 観光連盟会員資料による
保 育 園 園 児 数 110人 59人 教育委員会資料による
小 学 校 児 童 数 270人 98人 教育委員会資料による
中 学 校 生 徒 数 132人 53人 教育委員会資料による
消 防 団 員 定 数 355名 220名 条例による

議
員
の
な
り
手
を
ど
う
考
え
る

村
会
議
員
選
挙
ま
で

�

１
年
足
ら
ず

平
成
18
年
に
議
員
定
数
が

14
人
か
ら
10
人
へ

　

平
成
14
年
に
議
員
定
数
の
検

討
を
行
う
た
め
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
員
定
数
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
他
地
域
の
議
会

の
視
察
や
Ｏ
Ｂ
議
員
と
の
懇
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
結
果
、

平
成
18
年
の
村
会
議
員
選
挙
か

ら
、
4
名
削
減
し
、
現
在
の
10

名
に
改
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
25
年
に
も
議

員
定
数
に
つ
い
て
、
特
別
委
員

会
を
設
置
し
調
査
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

他
の
自
治
体
で
も
定
数
割
れ
、

議
員
の
な
り
手
不
足
が
議
論
さ

れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た
。

　

約
３
年
間
、
調
査
検
討
を
続

け
、
ま
た
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
も
踏
ま
え
、
特
別
委
員
会
で

は
現
状
の
10
人
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
て
い
ま
す
。

特
別
委
員
会
の
設
置
目
的

　

小
谷
村
議
会
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度

に
14
名
か
ら
10
名
へ
削
減
し

た
。
現
在
の
人
口
は
、
２
、６ 

２
１
人
（
令
和
７
年
３
月
31

日
住
民
登
録
者
数
）
で
あ

り
、
平
成
18
年
と
比
較
し
、

約
１
、１
０
０
人
減
少
し
て

い
る
。
状
況
の
変
化
を
勘

案
し
、
議
員
定
数
の
適
正

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
調
査
研
究

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
物
価
上
昇
、
議

員
活
動
の
負
担
増
そ
し
て

社
会
情
勢
の
変
化
も
考
慮

し
、
若
い
世
代
や
女
性
議

員
の
登
用
も
踏
ま
え
、
定

数
の
調
査
を
行
う
中
で
併

せ
て
適
正
な
議
員
報
酬
額

に
関
し
て
も
調
査
研
究
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　

平
成
の
大
合
併
議
論
が

さ
れ
た
の
は
、
平
成
15
年
、

約
20
年
前
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
、
大
町
市
を
中
心

と
し
た
北
ア
ル
プ
ス
エ
リ

ア
と
白
馬
村
と
小
谷
村
の

2
村
で
の
合
併
を
検
討
し

ま
し
た
。
特
に
白
馬
村
と

の
合
併
に
つ
い
て
は
、
研

究
検
討
、
そ
し
て
協
議
会

を
設
置
し
、
全
村
民
に
対

し
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
も

し
て
い
ま
す
。
結
果
、
合

併
を
選
択
せ
ず
に
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
議
会
で
も

定
数
な
ど
の
議
論
を
し
て

い
ま
し
た
。
自
立
を
選
択

し
た
小
谷
村
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
目
標
を
も
っ

て
や
っ
て
い
く
の
か
、

議
会
議
員
の
位
置
づ
け

も
議
論
し
て
い
ま
す
。

議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
！

　

６
月
定
例
会
最
終
日
、
発
議
に
よ
り
定
数
や
報
酬
の
調
査
検
討
を

行
う
特
別
委
員
会
設
置
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

＊30 年前の数値は、村政要覧から引用

今
と
３０
年
前
、コ
コ
が
変
わ
っ
た
！
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村
会
議
員
選
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4000

3500

3000

2500

2000

1500
( 人 )

有権者数

無投票 無投票 無投票

投票者数

H10.4.26 R4.4.24 H30.4.22H26.4.27H22.4.25H18.4.23H14.4.21H6.4.24

92.13

85.21 84.64
82.89

80.60

投票率 平均年齢

（％）

57.0
59.2

61.2 62.2 63.4 63.8 64.6 64.9（歳）
凡例：

～“やりがい”のある職として～

小谷村議会
議員選挙と議員活動

　

平
成
６
年
以
降
、８
回
の

選
挙
を
実
施
し
、う
ち
３
回

が
無
投
票
（
１
回
は
定
数
割

れ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
選
者
の
年
齢
に
つ
い

て
、
選
挙
ご
と
平
均
年
齢

が
上
が
っ
て
い
る
現
状
で

す
。
65
歳
定
年
制
や
高
齢

に
な
っ
て
も
雇
用
さ
れ
る

実
態
、
ま
た
、
人
材
不
足

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

あ
る
住
民
か
ら
は
、「
地

域
推
薦
す
べ
き
だ
が
、議
員

候
補
者
の
人
選
に
悩
む
。」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
若
い
方
に
お

願
い
し
て
も
断
ら
れ
る
。」

と
の
こ
と
で
す
。

　

宮
澤
議
長
は
、「
定
数
や

報
酬
の
議
論
は
、
多
く
の

自
治
体
で
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
報
酬
に
つ
い

て
は
、
安
価
だ
か
ら
と
容

易
に
上
げ
る
訳
に
は
い
か

な
い
。
村
民
か
ら
信
用
と

理
解
が
あ
る
議
会
・
議
員

に
な
ら
な
け
れ
ば
。」
と
意

見
し
て
い
ま
す
。

現
職
議
員
が
こ
う
考
え
る
！

や
り
が
い
の
あ
る
議
員
活
動

　
　

 

現
職
議
員
へ
事
前
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
と
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

議
員
の
仕
事
は
負
担
が
大

き
い
が
や
り
が
い
は
あ
る
と
の

意
見
が
多
く
、た
だ
議
員
報
酬

に
つ
い
て
は
適
正
で
な
い
と
の

結
果
で
し
た
。
ま
た
、
女
性
や

若
手
議
員
が
増
加
す
る
こ
と
期

待
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

Q 議員の定数は適正か？
・多い　　　　　2名
・少ない　　　　0名
・現状がよい　　8名

Q 議員報酬は適正か？
・多い　　　　　0名
・少ない　　　　8名
・現状でよい　　2名

Q 議員の仕事内容は？
・負担が多い　　　　4名
・適当である　　　　4名
・負担に思わない　　2名

Q 若手（40代以下）の登用は？
・増えてほしい　　　8名
・そうは思わない　　2名

Q 仕事のやりがいを感じるか？
・感じる　　　　　　9名
・感じていない　　　1名

Q 女性議員の登用は？
・増えてほしい　7名
・現状程度　　　3名

執行年月日 定 数 立候補者数
当 選 者 年 齢

40代以下 50代 60代 70 代以上 平均年齢

H6.4.24 14 15 11 3 57.0
H10.4.26 14 14 6 8 59.2
H14.4.21 14 14 4 10 61.2
H18.4.23 10 11 3 6 1 62.2
H22.4.25 10 11 1 8 1 63.4
H26.4.27 10 11 1 6 3 63.8
H30.4.22 10 9 2 5 2 64.6
R4.4.24 10 12 2 5 3 64.9

小谷村議会議員選挙データ



4

議
員
報
酬
の
課
題

議
員
報
酬
の

　
　
　
課
題
も
！

長
野
県
58
町
村
を
比
較

　人口の比較では、小谷村58町村中44番目です。最も人口の
多いのは､箕輪町の24,330人、少ない人口は平谷村の382人、
長野県町村平均は6,942人、小谷村と同規模人口の町村は､小
川村、木祖村、麻績村が2,300～2,500人程度です。面積が広い
のは小谷村の特徴で、県下町村で４番目にランクされています。

　議員の報酬を比較してみました。議長の報酬の最高額は、軽井沢町議長の365,000円、
小谷村議長は、35番目の260,000円（平均269,000円）です。小谷村副議長は、23番
目にランクされ、平均報酬（198,000円）を上回っています。同様に小谷村議員の
185,000円は22番目、平均報酬より8,000円程度高水準となっています。人口規模
だけで判断すれば、妥当な報酬とも言える結果ですが、それぞれの自治体の特徴や
風習、特に小谷村のように集落が多く、生活環境も大きく異なる現状からは、慎重
に検討しなければなりません。

　

現
在
全
国
の
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
の
見
直
し
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。｢

報

酬
が
安
い
！｣｢

生
活
で
き
る
金
額
で
な
い
！｣

な
ど
の
声
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、長
野
県
の
58
町
村
の
状
況
を
比
較
し
て
み
ま
し
た
。な
お
デ
ー
タ
等
は
、

令
和
６
年
度
町
村
議
会
実
態
調
査
の
数
値
を
引
用
し
て
い
ま
す
。

人口・面積の比較

議員の報酬の比較

区分 町 村 名 人 口（ 人 ） 議員定数

1 箕 輪 町 24,330 14
2 軽井沢町 21,725 16

3 下諏訪町 18,615 13

4 辰 野 町 18,132 14

5 御代田町 16,767 14

1 6 松 川 村 9,586 12

1 7 池 田 町 9,164 11

2 1 白 馬 村 8,427 12

4 4 小 谷 村 2,631 10

区分 町 村 名 面 積（ ㎢ ）

1 木 曽 町 476.0
2 王 滝 村 310.8
3 栄　　村 271.5
4 小 谷 村 267.9
5 山ノ内町 265.9

1 1 白 馬 村 189.4
4 8 松 川 村 47.1
5 3 池 田 町 40.1

■面 積■人 口

■議 長

区分 町 村 名 報 酬（ 円 ）

1 軽井沢町 365,000
2 坂 城 町 340,000
3 箕 輪 町 332,000
4 下諏訪町 328,000
5 辰 野 町 318,000
8 白 馬 村 304,000

1 4 池 田 町 284,100
2 3 松 川 村 275,000
3 5 小 谷 村 260,000

平　均 269,864

■副議長

区分 町 村 名 報 酬（ 円 ）

1 軽井沢町 296,000
2 下諏訪町 266,000
3 箕 輪 町 265,000
4 御代田町 256,000
5 辰 野 町 255,000
8 白 馬 村 240,000

1 8 松 川 村 210,000
1 9 池 田 町 209,400
2 3 小 谷 村 204,000

平　均 198,440

■議 員

区分 町 村 名 報 酬（ 円 ）

1 軽井沢町 261,000
2 箕 輪 町 238,000
3 下諏訪町 237,000
4 御代田町 235,000
5 辰 野 町 233,000
8 白 馬 村 216,000

1 6 松 川 村 190,000
1 8 池 田 町 189,400
2 2 小 谷 村 185,000

平　均 177,131
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議
員
報
酬
の
課
題

人
口
が
減
少
す
る
中
、
議
員
の

必
要
数
は
？

　

年
々
人
口
が
減
少
す
る
小
谷

村
。
議
員
定
数
の
10
人
は
適
正

な
の
か
？
委
員
会
内
で
も
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●�

集
落
が
多
い
中
、
こ
れ
以
上

の
議
員
削
減
は
村
民
の
声
を

聞
き
取
れ
な
い
！

●�

人
口
規
模
で
の
判
断
は
、
小

谷
村
の
実
情
か
ら
望
ま
し
く

な
い
。

●�

地
区
に
よ
っ
て
は
、
議
員
候

補
者
の
確
保
が
困
難
。

●�

若
い
人
に
担
っ
て
ほ
し
い
が
、

ま
だ
仕
事
し
て
い
る
。

議
員
定
数
・

　 
報
酬
を
検
討
！

村
民
の
意
見
を
参
考
に
！

　

議
員
の
役
務
は
、
議
員

が
果
た
す
べ
き
職
務
や
役

割
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
議
会
で
の
議
決
や

審
議
へ
の
参
加
、
行
政
活

動
の
監
視
や
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し

て
最
も
村
民
が
求
め
る
こ

と
は
、
住
民
の
代
表
と
し

て
、
住
民
の
意
見
や
要
望

を
把
握
し
、
そ
れ
を
議
会

や
行
政
に
反
映
さ
せ
る
役

割
を
担
い
ま
す
。
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
調
査
研
究
を
行
い
、

よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、
議
員
は
活
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
活
動
の
対
価
と
し
て
議

員
報
酬
が
あ
り
ま
す
が
、「
報

酬
は
生
活
給
で
は
な
い
！
」
と

の
意
見
は
あ
り
ま
す
が
、
若
手

層
の
参
入
を
促
す
た
め
に
は
、

適
正
な
水
準
で
あ
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。

活
発
な
行
政
・
議
会
に
す
る
た

め
に
！

　

議
員
定
数
・
報
酬
の
課
題
を

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
他
の
議
会
の

事
例
か
ら
、
議
員
定
数
を
削
減

す
る
理
由
の
多
く
は
、
財
政
面

が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
財
政

状
況
が
厳
し
い
こ
と
で
、
議
会

予
算
の
見
直
し
か
ら
の
定
数
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

議
員
活
動
の
多
様
化
か
ら
、
議

員
報
酬
は
安
い
の
か
？

　

現
職
議
員
の
意
見
で
は
、
現

行
の
議
員
報
酬
が
安
い
の
で
は

と
意
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
議
員
報
酬
と
は

何
か
？
議
員
報
酬
と
は
、
議
員

の
役
務
の
提
供
に
対
す
る
給
付

と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

挙
げ
て
い
ま
す
が
、
議
会
議
員

そ
の
も
の
の
活
動
の
見
直
し
と

の
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
委
員
会
の
議
論

で
は
、
村
民
の
声
を
聞
く
べ
き

と
い
う
意
見
も
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

定
数
と
報
酬
、
ま
ず
は
、

村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
意

見
を
伺
う
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。
内
容
等
を
検
討
し
、
村
民

の
皆
様
に
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　

議
員
定
数
・
報
酬
等
調
査
検
討
特
別
委
員
会
（
委
員
長　

柴
田
友
造
）

で
は
、
来
年
５
月
に
改
選
さ
れ
る
村
議
会
議
員
の
選
挙
を
考
慮
し
、
定
数

と
報
酬
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

特別委員会委員長に互選された
柴田議員

適正な議員定数・報酬は？

議
員
定
数
・
報
酬
等

�

調
査
検
討
特
別
委
員
会

�

委
員
長
　
柴
田
友
造

　

議
員
の
な
り
手
不
足
は
、
ど

こ
の
自
治
体
も
課
題
で
す
。

　

４
月
の
白
馬
村
議
会
選
挙
で

は
、
定
数
割
れ
、
ま
た
他
の
自

治
体
で
も
若
者
が
議
員
に
な
り

や
す
い
よ
う
に
報
酬
を
上
げ
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

次
期
選
挙
も
見
据
え
、
議
会

と
し
て
の
様
々
な
視
点
か
ら
調

査
し
村
民
の
意
見
を
尊
重
し
た

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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６
月
定
例
会

６月定例会承認・議決結果６月定例会承認・議決結果

◇ ６月定例会　承認・議決結果

議 案 番 号 件　　　名 審 議 結 果

報第４号 令和６年度小谷村一般会計補正予算（第10号）の専決処分報告 承　　認

報第５号 令和６年度小谷村国民健康保険特別会計補正予算（第５号）の専決処分報告 承　　認

報第６号 令和６年度小谷村健康保険診療施設特別会計補正予算（第６号の）専決処分報告 承　　認

報第７号 令和６年度小谷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の専決処分報告 承　　認

報第８号 損害賠償の和解並びに額を定めることの専決処分報告 報　　告

報第９号 売買契約締結（除雪ドーザー 11ｔ級1台購入）の専決処分報告 承　　認

報第10号 令和６年度小谷村一般会計繰越明許費繰越計算報告 報　　告

報第11号 令和６年度小谷村簡易水道会計予算繰越計算書の報告について 報　　告

報第12号 出資法人の経営状況報告（株式会社道の駅おたり） 報　　告

報第13号 出資法人の経営状況報告（株式会社おたり振興公社） 報　　告

報第14号 令和６年度小谷村教育委員会事務事業の点検及び評価報告 報　　告

議案第27号 小谷村税条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第28号 令和７年度小谷村一般会計補正予算（第２号） 可　　決

議案第29号 令和７年度小谷村下水道事業会計補正予算（第１号） 可　　決

議案第30号 小谷村保養センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可　　決

議案第31号 売買契約の締結について（小谷小中学校タブレット端末の購入） 可　　決

議案第32号 教育委員会委員の任命について 同　　意

◇ 議員による発議

発 議 番 号 件　　　名 審 議 結 果

発議第３号 議員定数・報酬等調査検討特別委員会の設置について 可　　決
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一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

問
「
村
内
10
あ
る
登
録
有
形
文

化
財
の
補
助
金
支
援
に
つ
い
て

研
究
す
る
」
そ
の
後
の
対
応
は
。

答
教
育
長　

所
有
者
の
自
主
的

な
保
護
活
動
が
基
本
。
税
制
面

で
の
優
遇
措
置
が
あ
る
が
、
新

た
な
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。

問
「
神
社
本
殿
拝
殿
の
歴
史
あ

る
建
物
に
対
し
、
維
持
・
支
援

策
の
具
体
案
は
、
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
」
そ
の
後
の
対
応
は
。

答
教
育
長　

神
社
本
殿
拝
殿
の

維
持
管
理
を
村
が
支
援
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

問
「
草
原
に
関
わ
る
全
て
の

人
々
と
連
携
し
、
茅
場
な
ど
希

少
な
草
原
の
環
境
・
文
化
を
守

り
保
全
す
る
こ
と
に
努
め
る
」

と
の
宣
言
に
対
し
て
、
ど
う
保

全
し
て
い
く
の
か
。

答
村
長　

子
ど
も
た
ち
が
茅
文

化
に
興
味
を
持
つ
事
業
や
茅
刈

農地を本気で再生
　多様な担い手支援と営農環境の充実を！

『人間と自然がともに暮らす小谷』
　ユネスコエコパークになる！

動画はこちらから ▼曽
そ ね は ら

根原恵
け い こ

子議員

柴
し ば た

田　友
ゆうぞう

造 議員

問
米
価
上
昇
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、農
家
が
潤
う
ど

こ
ろ
か
、生
産
が
お
ぼ
つ
か
な
い
。

村
の
生
産
者
数
と
食
糧
自
給
率

を
維
持
す
る
た
め
の
目
標
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

地
域

計
画
で
は
現
状
維
持
を
掲
げ
て

い
る
。

問
農
家
数
、
食
料
自
給
率
の
目

標
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
観
光
振
興
課
長　

真
剣
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問
離
農
の
原
因
は
単
に
高
齢
化

だ
け
で
は
な
い
。
継
続
し
て
耕

作
で
き
る
環
境
や
条
件
作
り
が

必
要
だ
。

答
村
長　

中
山
間
地
で
は
条
件

的
に
高
い
収
益
が
得
ら
れ
な
い

環
境
で
あ
る
が
、
水
路
の
改
修

な
ど
環
境
整
備
・
条
件
整
備
に

努
め
る
。

問
農
業
継
続
の
た
め
に
農
機

具
購
入
支
援
は
不
可
欠
で
あ
る

が
、
新
規
・
中
古
を
問
わ
ず
営

農
機
械
購
入
に
支
援
を
。
ま

た
、
電
気
柵
設
置
支
援
補
助
金

も
事
業
費
80
％
の
支
援
を
。

答
村
長　

高
額
で
あ
る
営
農
機

械
や
電
柵
を
導
入
す
る
困
難
さ

は
理
解
し
て
い
る
。他
の
自
治
体

の
事
例
も
参
考
と
し
て
考
え
る
。

問
米
作
り
で
村
内
の
人
々
を
呼

び
込
む
政
策
は
あ
る
の
か
。

答
村
長　

現
状
で
は
政
策
を

も
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
村
内

で
は
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を

実
施
す
る
な
ど
参
考
に
す
べ
き

事
例
も
あ
る
。

問
現
在
の
コ
メ
不
足
の
課
題
に

つ
い
て
、
村
長
の
見
解
は
。

答
村
長　

コ
メ
政
策
は
国
が
主

導
し
て
い
く
べ
き
。
国
は
力
強

い
方
向
を
示
し
て
ほ
し
い
。

り
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
関
係

人
口
が
増
え
て
い
く
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
。

問
豊
か
な
自
然
と
伝
統
・
文

化
・
産
業
を
調
和
し
た
「
人
間

と
自
然
が
共
に
暮
ら
す
小
谷
」

と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
登
録
は
。

答
村
長　

登
録
は
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
村
単
独
若
し

く
は
広
域
連
携
で
の
登
録
も
あ

り
、
多
く
の
課
題
も
あ
る
。
慎

重
に
議
論
を
重
ね
る
。

文化４年（1807）建立 大宮諏訪神社

村内では棚田オーナー制度が継続されている。

文
化
財
に
つ
い
て

（
従
前
の
答
弁
に
対
す
る
そ
の
後

の
対
応
に
つ
い
て
質
問
）

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

登
録
に
つ
い
て

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト

�「
小
谷
宣
言
」に
つ
い
て

▶ 二次元コードをスマホで読み取ると動画が見れます 
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▶ 二次元コードをスマホで読み取ると動画が見れます 

委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

過酷な除雪作業
　労働環境は十分ではない！

深
ふかさわ

澤　英
ひでき

喜 議員

問
除
雪
経
費
、令
和
６
年
度
は
。

答
村
長　

見
込
ん
で
い
る
支
出

額
は
４
億
２
５
０
０
万
円
で
あ

る
。（
昨
年
２
億
８
０
０
０
万
円
）

問
除
雪
に
関
す
る
委
託
料
や
賃

金
の
基
準
は
。

答
村
長　

業
者
に
対
し
て
除

雪
を
全
面
委
託
す
る
場
合
は
、 

除
雪
ド
ー
ザ
ー
・
ロ
ー
タ
リ
ー
除 

雪
車
が
、１
時
間
あ
た
り
２
万 

７
８
０
０
円
か
ら
４
万
９
０
０

円
、
直
営
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
除

雪
す
る
場
合
は
、１
時
間
あ
た
り

４
２
０
０
円
か
ら
４
９
０
０
円

の
設
定
。
国
や
県
の
労
務
単
価

な
ど
の
基
準
で
単
価
設
定
し
て

い
る
。

　

そ
の
他
、
塩
カ
ル
散
布
作
業

や
、
村
所
有
除
雪
機
械
を
貸
し

付
け
て
の
除
雪
な
ど
、
条
件
に

応
じ
て
単
価
設
定
を
し
て
い
る
。

問
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
労
働
環
境
に

つ
い
て
は
。

答
建
設
水
道
課
長　

休
息
時
間

の
確
保
や
日
労
働
時
間
の
上
限

な
ど
は
、
除
雪
業
務
の
実
施
要

領
の
中
で
定
め
て
い
る
が
、十
分

な
労
働
環
境
で
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。

問
除
雪
機
械
更
新
に
伴
い
、
購

入
基
準
と
維
持
管
理
に
つ
い
て
。

答
建
設
水
道
課
長　

耐
用
年
数

な
ど
考
慮
し
必
要
に
応
じ
随
時

更
新
し
て
い
る
。

　

維
持
管
理
は
、
定
期
の
検
査

時
に
よ
っ
て
、
不
具
合
が
あ
っ

た
場
合
は
そ
の
都
度
修
繕
す
る
。

問
除
雪
に
よ
る
村
道
な
ど
の
破

損
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
建
設
水
道
課
長　

応
急
補
修

の
ほ
か
、村
単
独
事
業
に
よ
る
工

事
発
注
な
ど
で
適
宜
対
応
す
る
。

問
排
雪
場
所
の
確
保
に
つ
い

て
、
事
前
に
住
民
と
協
議
し
て

い
る
か
。

答
村
長　

栂
池
高
原
や
白
馬
乗

鞍
地
区
は
、
シ
ー
ズ
ン
前
に
意

見
交
換
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
他
の
地
区
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
対
応
し
て
い
る
。

過酷な労働である除雪作業

雨中月岡バイパス
　合流箇所には万全な安全対策が必要！

動画はこちらから ▼相
あいざわ

澤　稔
みのる

 議員

問
４
月
25
日
の
バ
イ
パ
ス
説

明
会
に
お
い
て
、
現
道
と
バ
イ

パ
ス
の
合
流
箇
所
の
整
備
計

画
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。
安
全

対
策
に
つ
い
て
村
の
考
え
は
。

答
村
長　

現
道
と
バ
イ
パ
ス
と

の
合
流
箇
所
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
信
号
機
の
設
置
を
検
討

し
た
経
緯
は
あ
る
が
、
特
に
冬

期
の
ス
リ
ッ
プ
や
追
突
事
故
の

懸
念
、
ま
た
信
号
停
止
に
よ
る

騒
音
の
問
題
な
ど
を
考
慮
し
当

面
、
信
号
機
は
設
置
し
な
い
と

の
方
針
に
な
っ
た
。

問
現
道
か
ら
バ
イ
パ
ス
に
合

流
す
る
箇
所
に
信
号
機
の
設

置
を
望
む
意
見
が
多
い
場

合
は
改
め
て
検
討
し
て
対

応
し
て
も
ら
え
る
か
。

答
建
設
水
道
課
長　

地
域

の
話
し
合
い
の
場
に
出
席
し

て
、
意
見
を
伺
い
た
い
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
対
応
な
ど

検
討
す
る
。

問
ス
ム
ー
ズ
な
交
通
の
流

れ
を
確
保
す
る
た
め
に
バ

イ
パ
ス
か
ら
雨
中
地
区
内

へ
の
案
内
標
識
は
欠
か
せ
な

い
が
。

答
村
長　

役
場
や
南
小
谷
駅
方

面
へ
の
案
内
標
識
の
設
置
な
ど

を
要
望
し
て
い
く
。

問
今
後
、
バ
イ
パ
ス
工
事
に
お

い
て
片
側
通
行
規
制
が
始
ま 

る
が
、
安
全
で
円
滑
な
交
通 

を
確
保
す
る
た
め
に
も
誘
導

員
を
終
日
、
配
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
建
設
水
道
課
長　

信
号
機
に

よ
る
規
制
と
聞
い
て
い
る
が
、

誘
導
員
の
配
置
は
把
握
し
て
い

な
い
。
状
況
把
握
し
、
県
に
伝

え
て
い
き
た
い
。

雨中月岡バイパス、安全に合流できる対策を要望
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一
般
質
問

99

動画はこちらから ▼

動画はこちらから ▼

村民との対話
　道路事情の要望や意見！緊急性がある！

動画はこちらから ▼吉
よしおか

岡　久
ひ さ と

人 議員

問
就
任
か
ら
１
か
月
経
過
し
た

が
、
副
村
長
が
村
民
と
対
話
し

た
内
容
と
感
じ
た
こ
と
は
。

　

①
道
路
・
河
川
等
建
設　

②
観
光　

③
福
祉　

④
農
林
業

答
副
村
長　

①
の
建
設
関
係
で

は
、「
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
」

の
早
期
整
備
に
つ
い
て
の
対
話

が
多
か
っ
た
。
国
道
１
４
８
号

線
は
、
こ
の
地
域
の
生
命
線
で
、

災
害
に
強
く
安
全
で
あ
る
道
路

整
備
は
極
め
て
重
要
。
ま
た
、

外
沢
ト
ン
ネ
ル
は
地
盤
が
脆
く

現
在
も
変
状
が
続
い
る
た
め
、

代
替
え
路
線
確
保
は
緊
急
性
の

高
い
課
題
で
あ
る
。

　

②
の
観
光
関
係
で
は
、
３
ス

キ
ー
場
を
繋
ぐ
道
路
整
備
の
課

題
が
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人
の

経
営
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

で
の
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
形
成
の
課
題
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

③
の
福
祉
関
係
で
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
対
応
す
る
事

業
者
の
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

本
年
度
設
置
の
「
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
活
動
も
あ

る
が
、
更
な
る
普
及
や
支
援
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

④
の
農
林
業
関
係
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
十
分
な
対
話
が
で
き

て
い
な
い
。

問
雨
中
・
月
岡
バ
イ
パ
ス
完
成

後
の
現
国
道
の
管
理
に
つ
い
て

考
え
は
。

答
副
村
長　

現
国
道
に
設
置
さ

れ
て
い
る
「
無
散
水
消
雪
施
設

の
維
持
に
つ
い
て
」
は
長
野
県

で
管
理
す
る
要
望
を
引
き
続
き

働
き
か
け
て
い
く
。

緊急性のある外沢トンネル（L = 1360m　昭和 49 年完成）

移住希望者が増加
　住宅供給不足は大きな問題！

横
よこさわ

澤　匠
たくみ

 議員

問
村
内
へ
の
移
住
希
望
者
や
物

件
を
探
す
人
が
増
え
て
い
る
な

か
、
村
内
の
空
き
家
物
件
、
空

き
家
バ
ン
ク
の
登
録
状
況
は
。

答
村
長　

令
和
５
年
度
に
、
村

内
全
域
の
調
査
を
実
施
。
約

２
２
０
戸
の
空
き
家
物
件
を
確

認
し
た
。
う
ち
居
住
可
50
戸
、

修
繕
後
居
住
可
50
戸
、
居
住
不

能
等
が
１
２
０
戸
で
あ
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
に
お
け
る
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
数
は
11
戸
。

　

令
和
５
年
度
は
５
件
。

問
移
住
希
望
者
の
状
況
は
。

答
村
長　

令
和
６
年
度
中
に
、

小
谷
村
へ
移
住
し
、
空
き
家

バ
ン
ク
と
定
住
住
宅
取
得

支
援
補
助
金
を
申
請
さ
れ

た
方
は
、
5
名
の
実
績
が

あ
る
。

問
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ

は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
れ
ば
、

売
買
で
な
く
賃
貸
希
望
が

多
く
、ス
キ
ー
場
近
く
を
希

望
す
る
場
合
が
多
い
。

栂池村営住宅、安価な家賃とスキー場への隣接が
人気の秘訣

問
移
住
・
定
住
促
進
住
宅
の

状
況
に
つ
い
て
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

現

在
、
村
内
に
４
戸
あ
り
、
す
べ

て
が
入
居
中
。
ま
た
、
本
年
度
、

土
谷
地
区
に
１
棟
を
新
築
予
定

で
あ
る
。

問
費
用
対
効
果
の
検
証
は
。

答
観
光
地
域
振
興
課
長　

移
住

定
住
促
進
住
宅
は
、
所
有
者

と
10
年
の
使
用
貸
借
契
約
と

な
っ
て
い
る
。

　

家
賃
収
入
で
、修
繕
費
な
ど

投
資
し
た
費
用
を
補
う
も
の

で
あ
る
。
十
分
、
費
用
対
効
果

は
見
込
め
る
。
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部
活
動
地
域
移
行

得
は
必
要
、
活
動

中
の
事
故
な
ど
責

任
問
題
が
心
配
。」
と

の
こ
と
で
す
。

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

へ
移
行
す
る
こ
と
は
、
机

上
で
は
簡
単
で
あ
る
が
、
現
在

の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
目
的
と
体

制
、
そ
し
て
、
部
活
動
と
異
な

る
点
な
ど
を
、
教
育
委
員
会
や

学
校
側
と
協
議
し
、
体
制
整
備

が
急
務
と
の
こ
と
で
す
。

部
活
動
が
地
域
移
行
へ

　
～
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
動
き
～

部
活
動
の
地
域
移
行
と
は
？

　

こ
の
３
月
、
小
谷
小
学
校
を

卒
業
す
る
児
童
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

の
「
中
学
校
で
は
何
を
し
た

い
？
」
と
の
質
問
に
、「
中
学
校

で
は
部
活
動
を
頑
張
り
た
い
！
」

と
答
え
る
児
童
が
多
か
っ
た
で

す
。「
中
学
校
＝
部
活
動
」
の
方

程
式
が
、
今
、
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
部

活
動
の
地
域
移
行
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
部
活
動
は
、
中
学

校
の
教
員
が
指
導
し
て
き
ま
し

た
が
、
令
和
８
年
度
か
ら
、
地

域
の
ク
ラ
ブ
・
団
体

な
ど
に
移
行
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
少
子
化

や
教
員
の
働
き
方
改

革
に
よ
り
、
部
活
動

を
学
校
内
で
な
く
、

地
域
で
の
活
動
に
変

え
て
い
こ
う
と
す
る

動
き
で
あ
り
、
国
主

導
で
進
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

部
活
動
が
廃
止
さ
れ
、
受
け

皿
と
な
る
の
が
、『
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
で
す
。
大
き

な
自
治
体
で
は
、
す
で
に
民
間
で

の
動
き
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
小

谷
村
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体

は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
「
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
活
動
で
あ
り
、
中
学
生
の

部
活
動
の
代
替
え
と
な
る
の
は
厳

し
い
。」
と
話
す
の
は
、
事
務
局

の
宮
嶋
朱
美
さ
ん
。
宮
嶋
さ

ん
は
水
泳
の
指
導
を
行
う
立

場
で
も
あ
り
、
村
全
体
の
状

況
を
鑑
み
て
不
安
も
あ
る
そ

う
で
す
。
特
に
懸
念
し
て
い

る
の
は
【
指
導
者
の
不
足
】

と
の
こ
と
で
す
。「
今
、
子
ど

も
た
ち
の
指
導
者
は
保
護
者

が
多
い
。
保
護
者
が
い
つ
ま

で
で
き
る
か
？
」
と
い
う
不

安
が
あ
る
そ
う
で
す
。
さ
ら

に
は
「
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
と

し
て
の
コ
ー
チ
ン
グ
の
研
修

や
リ
ス
ク
管
理
の
知
識
の
取

部
活
動
の
現
状
は
？

　

小
谷
中
学
校
は
、
現
在
、
ス

キ
ー
部
、
陸
上
部
、
吹
奏
楽
部

の
３
部
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
か

つ
て
は
、
男
女
バ
レ
ー
部
や
野
球

部
な
ど
団
体
競
技
の
部
も
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
多
く
の

生
徒
が
入
部
し
、
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
谷
村
で
も
多
く
の

地
域
活
動
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
『
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
』
と
称
し
、
年

齢
や
運
動
レ
ベ
ル
に
関
わ
ら
ず
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
気
軽
に
楽
し

め
る
よ
う
、
地
域
主
体
で
運
営

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と

で
す
。
現
在
、
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
、

水
泳
な
ど
小
中
学
生
対
象
が
８

ク
ラ
ブ
、
全
年
齢
対
象
が
９
ク

ラ
ブ
存
在
し
て
い
ま
す
。
部
活
動

か
ら
地
域
型
ク
ラ
ブ
へ
、
子
ど
も

た
ち
の
学
校
生
活
に
ど
ん
な
影

響
が
あ
る
の
か
、
現
場
の
意
見
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

一生懸命部活動に励む中学生。令和８年度から改革される。

中
学
校
の
部
活
動
が
変
わ
る
！

　
部
活
動
地
域
移
行
で

�

ど
う
な
る
の
か
？

地域型スポーツクラブの様子
週１回の陸上クラブ　保護者が協力して指導
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部
活
動
地
域
移
行

小
谷
ス
タ
イ
ル
で

�

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
児
童
・
生
徒
に
身
近
な
先
生

た
ち
も
困
惑
し
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
や
生
活
指
導
だ

け
で
な
く
、
部
活
動
の
指
導
も
夢
見
て
教
員
に
な
っ
た

先
生
も
多
く
い
ま
す
。
こ
の
部
活
動
の
廃
止
の
影
響
と

今
後
に
つ
い
て
現
場
の
先
生
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し

て
国
体
に
出
場
し
、
教
員
と
し

て
運
動
部
の
指
導
経
験
の
あ
る

柳
沢
先
生
は
、「
部
活
動
が
廃

止
さ
れ
て
も
、
専
門
の
指
導
を

必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
教
員
と

し
て
何
ら
か
の
形
で
指
導
は
可

能
と
聞
い
て
い
ま
す
。」
柳
沢
先

生
は
、
自
ら
の
経
験
を
伝
え
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
部
活
動
の

指
導
に
は
よ
り
強
い
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
。｢

子
ど
も
た
ち
へ
の

部
活
動
の
指
導
は
や
り
た
い
で

す
。」
と
教
師
と
し
て
の
思
い
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
部
活
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
！

初
め
て
聞
い
た
と
き
は
衝
撃
的

な
こ
と
ば
で
し
た
。」
と
語
る
の

は
小
谷
小
学
校
の
和
田
先
生
で

す
。「
部
活
廃
止
は
と
て
も
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
教
員

に
な
っ
た
理
由
の
１
つ
に
部
活
動

の
指
導
も
あ
り
ま
し
た
。」

　

部
活
動
の
廃
止
は
３
年
ほ
ど

前
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
た
内
容

と
の
こ
と
で
す
。
和
田
先
生
は
、

「
今
の
小
学
生
は
、
中
学
校
で

部
活
動
が
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
安
も
あ

る
そ
う
で
す
。

生
徒
の
気
持
ち
を

�

大
事
に
し
た
い
！

　

小
谷
中
学
校
で
陸
上
部
の
顧

問
を
務
め
る
小
山
先
生
。
前
任

校
で
は
経
験
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
部

の
顧
問
で
し
た
。｢

部
活
動
の
指

導
は
時
間
的
に
は
と
て
も
大
変

だ
が
、
充
実
は
し
て
い
た
。」
と

の
こ
と
で
す
。
今
の
陸
上
部
の
指

導
は
全
く
専
門
知
識
が
な
く
自

分
だ
け
で
指
導
す
る
こ
と
は
と
て

も
厳
し
い
状
況
で
し
た
が｢

外
部

指
導
者
が
関
わ
っ
て
く
れ
て
、
自

ら
も
勉
強
し
な
が
ら
、
楽
し
く

指
導
し
て
い
ま
す
。」
外
部
指
導

者
の
存
在
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い

る
そ
う
で
す
。｢

大
会
に
出
た
い
！

｣
そ
ん
な
生
徒
が
多
く
、
こ
の
気

持
ち
を
何
と
か
し
た
い
と
の
こ
と

で
す
。

部
活
動
が
地
域
活
動
へ

�

～
見
直
さ
れ
る
環
境
～

　

現
在
、
中
学
校
の
部
活
動
は
、

ほ
と
ん
ど
が
学
校
や
教
員
が
担
っ

て
い
ま
す
。
和
田
先
生
は
、「
特

に
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。」
と
も
意
見

し
ま
し
た
。

　
「
ど
う
地
域
と
自
治
体
が
協
力

し
て
、
子
供
た
ち
に
活
動
す
る

環
境
を
与
え
ら
れ
る
か
？
課
題

は
多
い
が
、
い
ず
れ
子
供
た
ち
の

学
ぶ
環
境
の
充
実
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
。」

　

和
田
先
生
は
、
地
域
活
動
へ
の

移
行
が
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

部
活
動
は
、
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
し
ま
い
ま
す
。「
人

気
の
あ
る
ス
ケ
ボ
ー
や
ダ
ン
ス 

な
ど
は
部
活
の
イ
メ
ー
ジ
な
い 

で
す
よ
ね
。」
地
域
移
行
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
様
々
な

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
創
出
を

願
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

宮
嶋
さ
ん
も
「
小
谷
村
の
総

合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、
い
ろ

ん
な
活
動
が
で
き
る
体
制
に
で
き

れ
ば
。
競
技
だ
け
で
な
く
、
元

気
に
暮
ら
す
、
楽
し
く
生
活
す

る
基
盤
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。」
と
の
こ
と
で
す
。

　

学
校
施
設
を
地
域
活
動
に
有

効
に
利
用
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
し
て
小
谷
村
が
ま
ず
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
の
方
向
性

を
提
示
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
地

域
や
保
護
者
、
教
員
を
交
え
て
、

目
指
す
体
制
や
方
向
性
を
話
し

合
う
こ
と
も
大
事
で
す
。
今
後

ど
う
創
り
上
げ
る
か
。
小
谷
村

ら
し
い
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

小谷小学校
和田先生

小谷小学校
柳沢先生

小谷中学校
小山先生
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議
会
活
動
報
告

高
付
加
価
値
の
あ
る
観
光
へ

�
～
訪
日
外
国
人
増
の
対
話
～

　

５
月
28
日
、
正
副
議
長
が
観

光
庁
を
訪
問
し
、
河
田
経
営
戦

略
課
長
と
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
か
ら
３
年
間
取
り
組

ん
だ
高
付
加
価
値
化
事
業
の
報

告
と
成
果
、
ま
た
活
発
な
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
目
的
で
す
。
宮
澤
議
長
は
、

成
田
か
ら
の
移
動
の
レ
ン
タ
カ
ー

の
雪
国
仕
様
の
徹
底
に
つ
い
て
、

柴
田
副
議
長
は
、
地
域
に
あ
る

文
化
財
や
伝
統
行
事
の
観
光
活

用
に
つ
い
て
意
見
し
ま
し
た
。「
観

光
地
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
、

国
の
目
標
。
補
助
事
業
も
活
用

し
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
。」
と
河

田
課
長
の
意
見
で
す
。

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
が
カ
ギ

�

～
企
業
の
力
を
小
谷
に
！
～

　

ア
パ
レ
ル
大
手
の
企
業
「
株
式

会
社
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ
」

の
本
社
を
、
正
副
議
長
が
訪
問

し
ま
し
た
。
地
方
創
生
、
地
域

活
性
化
に
向
け
て
企
業
と
手
を

組
み
、
企
業
の
想
像
力
を
活
用

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

ア
パ
レ
ル
業
界
の
創
造
力
と
小
谷

村
の
素
材
が
ど
の
よ
う
に
コ
ラ
ボ

で
き
る
か
を
懇
談
し
て
き
ま
し
た
。

ぼ
ろ
織
り
や
わ
ら
細
工
の「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」
と
し
て
の
活
用
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

　

企
業
の
斬
新
な
感
覚
と
小
谷

村
の
魅
力
あ
る
技
術
な
ど
、
新

た
な
一
歩
に
な
る
可
能
性
を
感
じ

ま
し
た
。

ユナイテッドアローズと小谷村が提携できるか？

編
集
後

編
集
後
記記

　

長
野
県
は
移
住
し
た
い
都
道

府
県
で
は
上
位
の
方
に
入
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

小
谷
村
は
ど
う
か
、
今
回
は

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
を
使
っ

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

小
谷
村
へ
の
移
住
は
？

AI
の
回
答
は
、

メ
リ
ッ
ト

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
充
実
。

・
農
業
、
林
業
に
挑
戦
し
や
す
い
。

・
保
育
料
や
給
食
費
の
助
成
あ
り
。

デ
メ
リ
ッ
ト

・�

冬
は
豪
雪
地
（
雪
か
き
・
雪

道
の
運
転
な
ど
負
担
大
）

・
日
常
の
生
活
に
車
が
必
要
。

・�

買
物
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
は
距

離
が
あ
る
。

な
る
ほ
ど
の
回
答
で
し
た
。
そ

の
ほ
か
「
文
書
を
直
す
」
な
ど

も
使
っ
て
み
ま
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
AI
は
普
及
し

て
い
く
時
代
。
う
ま
く
活
用

し
、
豊
か
な
生
活
に
！

�

（
広
報
委
員　

深
澤　

英
喜
）

＼日々の成長が感じられる！／
表紙のひと　 北村綾香さん（大網）
　「さあ、アップでグランド２周いくよ！」放課後の小谷小学校のグ
ラウンドでは元気な声が聞こえてきます。今年４月からスタートした
陸上クラブを指導する北村さん。
　「陸上の指導は夢だった。子どもに楽しさを教えたい！」と目を輝
かせていました。北村さん自身もケガにより競技生活を断念した経験
があり、基本動作を忠実に練習に取り入れ、ケガをさせない指導を徹

底しています。
　「走ること、跳ぶこと、投げること、子どもたちが毎週一歩ずつ前へ進んでいく！
そんな姿が楽しいし、大会で悔しがる姿から成長も感じています！」
　練習や指導には、保護者も協力していました。「みんなが協力してくれる。」
北村さんは保護者や先生が連携することの感謝も忘れません。子どもの成
長を信じて、元気に楽しく指導する一場面でした。

観光庁　河田課長との対談　　

質
問


